
A 研究報告概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1 平成17年12月1日以降に報告された感染症定期報告に含ま  

れる研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概  

要一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会での報告したもの以降の  

研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の内容  

を添付した。   



感染症定期報告の概要（平成17年12月1日～平成18年2月28日）  

された。（2004年事例）このことにより、HAVハイリ  

スク地区だけでなくリスク地域と認められなかった  

地域への非ワクチン接種の観光客にHAVリスク  
があることを警告している。輸血によるHAV感染  

防止のためには、HAV感染リスクの高い地域に  

清在直後の血液ドナーに関してはHAV－NATスク  
リーニング検査の実施又は一時的な供血禁止が  

必要である。   

50199  2006／1／′10  A型肝炎   Transfusion．2005；45（7）：1  ドイツで、市販のRT－PCRの検査ではHAV陰性で  
097－1105   あった血液ドナーからHAVⅡA型が見つかった。  

HAVⅢA型を定量的かつ定性的に確認できる  
reaIlimeRT－PCRキットが開発された。   

50199  2006／1ノ′10  B型肝炎   AABBWeeklyReport  米国のFDA血液製剤諮問委員会で、HBVDNA陽  
2005；11（26）：4－5   性、HBc抗体陰性、HBs抗原陰性又は中和試験で  

確認されないが繰り返し陽性であった輸血用の全  

血および血液成分のト◆ナーが最低6ケ月経過した後  

に個別NATによりHBVDNA陰性、HBc抗体陰性及  
ぴHBs抗原陰性であれば再登録できることを合意  
した。   

50187  2005／12／20  B型肝炎   JofClinicaIVioroLogy  ヒトの岐傷により唾液からB型肝炎ウイルスが感染し  

2005；33（3）：254－6   たことが、遺伝子解析により確認された事例。コ  

ミュニティでのHBV感染経路の1つとして唾液の  

役割についてさらなる調査が求められる。   

50187  2005／12／20  B型肝炎   JofMedica暮Virology  日本のさまざまな地域の急性B型肝炎患者145名  
2005；77：39－46   のHBV遺伝子型を調査したところ、大都市の患者  

では、遺伝子型A型が多くみられた。これはおそら  
く特定の性行動による感染経路を反映しており、  
遺伝子型Cと比較して長期かつ軽度な臨床経過に  

関与するものである。   

50187  2005／12／20  B型肝炎   第47回日本臨床血液学  H鮎Ag陰性でHBsAb犠牲患者が同種造血幹細胞  
会総会2805年9月1γ19  移植後絹ケ月で劇症B型肝炎を発症した報告。免  
日   疫状態の変動によってウイルスの再活化が考えられ  

る。   

50187  2005／12／20  B型肝炎   第29回日本血液事業学  2004年に全国の医療機関から日赤への輸血後  
会総会2005年10月12－  
14日   

50187  2005／12／20  B型肝炎   第53回日本輸血学会総  2004年に全国の医療機関から日本赤十字社に輸  
A  
コミ   血後感染症（疑い含む）の現状とその傾向につい  

ての報告。報告総数は2004年は293例。輸血との  
因果関係が高いと評価した症例はHBVが20、HE  
∨が2例であった。HBV症例には低濃度キャリア  

の複数回献血症例が5例含まれ、従来の遡及調  
査に加え、過去の感染疑い症例との照合、被疑製  
剤の献血者の追跡などの重要性が示唆されてい  

る。   
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。コロ 
歴のみであった。輸血後肝炎がほとんど完全に否  

定されている国でも、HCV院内感染が発生するこ  
とが示唆される。   

50187  2005／12／20  C型肝炎   J of Clinical 日本において、HCV陽性患者の唾液及び歯肉溝  
MicrobioloきⅣ   溶出液（GCF）中のHCV－RNA定量で唾液検体が  
2005；43（9）二4413－7   陰性であってもGCFではHCV－RNAが認められた  

という報告。HCVの感染経路を考察する必要があ  

る。   

50187  2005／12／20  C型肝炎   JofMedicalVirology  フランスにおいて、静脈硬化療法中に複数の患者  
2005；76（2）：279－84   に対して単一のハ●ィァルを使用したことにより、C型  

肝炎ウイルスの院内感染が発生したと考えられる報  

告。輸血後HCV感染症の調査には、院内感染な  
ど輸血以外の伝播ルートを考慮する必要がある。   

50187  2005／12／20  C型肝炎   JofMedica＝／irology  1999年11月から2003年2月に広島の9施設で定期  
2005；76：498－502   的に追跡調査を行った2744名の血液透析患者に  

おけるC型肝炎感染率について。新規の発現率は  
0．33％であった。  

50187  2005／12／20  C型肝炎   The 43rd Annual 2003年3月～4月にかけてへ○インクリニックで汚染され  

MeetingoflDSA2005年  
10月6－9日   

50187  2005／12／20  C型肝炎   Transfusion．2005；45（6）：9  米国で、C型肝炎ウイルス感染初期における低レヘ●ル  
94－1002   の断続的なウイルス血症は通常セロコンハ◆－ゾヨン前に  

起きるウイルス量の指数増幅期および高力価プラト  

期ウイルス血症の2ケ月前に起こりえるとの報告。低  
レヘ◆ルのウイルスが存在する血焚の輸血により、受血  
暑がHCVに感染するかどうかを評価するための動  

物接種実験が進行中である。   

50187  2005／12／20  C型肝炎   Transfusion．2005：45：807  豪州において、輸血を受けていない患者と比較し  

－13   て、輸血を受けた患者のB型肝炎有病率の増加は  
見られなかった。HCVはスクリーニンゲによりほぼ完全  

に血液製剤から除去されているにもかかわらず  

HCV感染と輸血の関連性が引き続き認められて  

いる。輸血に伴う他の院内リスクがあること示唆さ  

れる。   

50206  2006／1′／26  E型肝炎   CDRWeekLy   2004年イギリス全土の血液センターにより34件の輸  
2005；15（30）   血伝播感染症（TTI）の疑い例が報告され、1例の  

みが輸血によるE型肝炎であると確定された。   

50187  2005／12／20  E型肝炎   第41回日本肝臓学会総  
A  
コ言   た献血者の遡及調査により受血者を発症前に特  

定し、ウイルス血症出現前から消失までの全経過を  

観察しえた症例経験について。   

50186  2005／12／13  HHV－8   Transfusion．2005；45（4）：  米国で1986年から1990年に輸血による病原体の  
500－3   感染率の研究に参加した患者406例から術前と術  

後6ケ月日に血清採取しHHV－8の血清状態を測定  

した結果。米国における血液製剤を介したHHV－8  

伝播を示唆する最初の報告である。   
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IndustryJuly2005   ける、製品廃棄、献血者排除基準、献血者の  
調査、NATと血清学的検査結果を考慮した献  

血者への通知とエントリー基準、遡及調査に関するが  
イダンス案を公表した。HIV－1は8週後、HCVは6ケ月  
後に再検査し、NAT陽性の場合は永久廃棄、NAT  
陰性でEIA陰性の場合はリエントリー。   

50187  2005／12／20  HIV感染、C型  FDAAvailableform   2005年7月、FDAからのHIV－1及びHCVのNATの  
肝炎   2005Ju127   製品廃棄、供血者排除とリエントリーにかかる暫  

定的がイダンス案。NATと血清学的検査を組み合わ  
せたHIV－1とHCV用の新しいエントリーアルコ●リス●ムを提  

案している。   

50188  2005／12／20  HTLV   JofInfectiousDiseases  ヒトTリンパ球向性ウイルス（HTLV）－ⅠとHTLV－  
2005；191（9）：1490－7   Ⅱの性感染発生率を10年間に渡り追跡調査した  

結果。Ⅱ型の性感染率はⅠ型の場合と同様で、  
女性から男性への感染はこれまで考えられていた  

よりも重要かもしれない。ウイルスの感染性は低  
いので、それぞれのウイルス量は少ないかもしれ  
ない。   

50187  2005／12／20  HTLV   Transfusion．2005；45：115  amotosalenを用いた新たな光化学処理（PCT）によ  
1－9   り、ヒト血紫または濃厚血小板のHTLV－1およぴ  

HTLV－2が不活化されたフランスのデータ。今後の  
血小板や血焚の輸血における安全性を高める可  

能性を与えるものかもしない。   

50187  2005／12／20  SENウイルス  Transfusion．2005；45：108  SENウイルスはエンヘ●ロープを持たない1本鎖DNAから  
4－8   なる血液感染性ウイルスである。SENウイルスの感染  

は輸血後肝炎の原因を解明する過程で明らかに  

なったものの、SEN感染が肝炎の原因となるか、  
または併発した場合に肝疾患の悪化につながる  

か不明である。いずれの場合においても、SENは  
輸血によって感染するようである。   

50187  2005／12／20  ウイルス感染  ProMed20050824－   スウェう●ンの研究グループはこれまで知られていな  

0080（ReutersHeaJth8  かった小児の重症呼吸器感染の原因である可能  
月22日）   性が高いウイルスをHumanbocavirsと命名した。小  

児病棟540名の小児の検体において17名の病因  
であった。小児において重篤呼吸器感染症の12－  
39％の原因が同定されていない。   

50187  2005／12／20  ウエストナイ  ABCnewsIetter   2005年7月、USDAは最初のウマのウェスけイルウイルス  
ルウイルス  2005年8月19日   を予防するためのDNAワクチンを認可。DNAワクチンは  

ウイルスの遺伝物質の小片を使用して対象の感染  

防御免疫を活性化させる。ヒトへの応用が期待され  
る。   

50206  2006／1ノ／26  ウエストナイ  CBER   2005年6月米国食品薬品局（FDA）、生物製剤評  
ルウイルス  Guidancefor   価研究セント（CBER）はは、輸血によるウエストナ  

イルウイルス伝播リスクに対する手段として供血  

暑から「供血後の疾患の報告」または「受血者に  

おけるWNV感染の報告」に基ずく成分の回収隔  
離に関する改訂勧告を提案。   lndustryJune2005  
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50186  2005／12／13  ウエストナイ  CDC／MMWR   2005年9月、CDCによると、米国で共通のドナーか  

ルウイルス  2005；54（Dispatch）：1－3  ら臓器移植を受けた4名中3名がWNVに感染したと  

報告。ドナーから採取された血清および血祭サン  
プルの検査でWNV－IgM抗体およびIgG抗体は陽  
性を示したがWNV－RNAは陰性であった。   

50201  2006／1」／16  ウエストナイ  EmergingInfection   2003年、WNVに感染した鳥の脳の飛散物を目か  
ルウイルス  Diseases   ら曝露したヒトが7日目にWNVに感染した報告。新  

2005；11（10）：1648－9   たな感染経路に関係あるかもしれない。   

50206  2006／1ノ／26  ウエストナイ  TheNewEng］andJof  米国で、2003年7月よりミニプール検体を用いてP  
ルウイルス  Medicine   CRによるWNV－RNAに関するスクリーニングが  

2005；353（5）：45卜9   行われているが、米国赤十字の2003－4年のルーチン  

テストの結果、WNV－RNA陽性の540の供血者のうち  

362（67％）がIgM抗体が陰性で感染の可能性が  

最も高かった。148（27％）は個別テストでのみ検出可  
能で、うち15（10％）はIgM抗体陰性であった。流行  
期間におけるWNV－RNA陽性の供血者の52％は  
南加けオルニアの4つの群の供血青からであった。低  
レベルのウイルス血症の検体は抗体陰性で感染  
性のものも含め完全には検出できなかった報告。   

50179  2005／12／7  ウエストナイ  YomiuriOnline2005年  厚生労働省は2005年10月3日、米国から日本帰  
ルウイルス  10月3日   国した男性会社員が米国で流行中のWNVと診断  

されたと発表。   

50187  2005／12／20  サル痘   TheAmericanSociety  2003年コンゴ共和国の医療機関におけるサル痘  
OfTropicalMedicineand  のヒトヒト感染拡大。確定、疑い含め11名でサル痘  
Hygiene   が観察された。1名死亡、1名に重度の後遺症が  

認められた。   

5018丁  2005／12／之0  デング熱   ProM¢d20050928－00ヰ0  2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、マルチ  

ニーク島、マレーシアでデング熱が流行している。  

死亡者も多数でている。   

50187  2005／12／20  鳥インフルエ  Nature2005；437（7062）  2005年2月、ベトナムのトリインフルエンザ感染者  

ンザ   ：1108   においてタミフル（oseltamivir）耐性菌が発見され  

た。患者は予防量から開始し、のち高用量（治療  
量）投与された。   

50179  2005／12／7  鳥インフルエ  WHO／CSR   2005年1月～4月のベトナム北部におけるヒトの高  

ンザ   2005年5月   病原性インフルエンサ●A（H5NI）ウイルスが感染症の疫  

学パターンが2004年のアジアの他の地域及び同  

時期のへ◆トナム南部の事例と比べて変化している。  

疫学的、また、ウイルス学的に所見より、ウイルス進化  
が継続しているものと考えられる。   
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WHOの専門家による寄生虫学的検査によって、  
Trypanosomaevansiにより発症したトリパノソーマ  

と世界で最初に公式に確認された。患者は指の傷  
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を満たし、イギリス国立CJD監視機構により確認さ  

れた。患者に渡英歴はなし。   

50187  2005／12／20  変異型クロイ  Eurosur・VeilJanceweekLy  2005年7月、スペイン保健省はスペインにおける  

ツフェルトヤ  release2005：10（8）   初のvCJD可能性症例を発表。患者は2004年11月  
コブ病  頃兆候を示し、2005年7月に死亡している。患者は  

輸血歴、英国への渡航歴等の特異的リスク因子は  
なかった。確定のために英国の国立CJDサーベ  
イランス部へ調査を依頼中。結果は8月末。   

50187  2005／12／20  変異型クロイ  TheLancet   2005年7月、アイルラント●輸血サービス（IBTS）とアイルランド  
ツフェルトヤ  2005；365（9470）：1596  当局は、国内で供血者がvcJDの治療を受けてい  

コブ病  ると発表。患者は初回供血看で血液は2名に輸血  
されている。うち1名は輸血後、まもなく原疾患で  
死亡している。もう1名には情報が伝えられた。同  

国内で発症したvCJDは2例目となる。1例目の患  
者はすでに亡くなっている。供血歴、輸血歴はな  
い。   

50179  2005／12／7  変異型クロイ  AABBWeeklyReport  カナダHema－Quebecは数年前にvCJDが地域の血  
ツフェルトヤ  2005；11（25）：3   液供給を介して伝播することのないように実施さ  

コブ病  れていた規制を緩和した。緩和は2005年7月6日よ  
り発行。新たな基準は、「1980年1月1日～1996年  
12月31日に累計で英国に1ケ月以上またはフランス  

に3ケ月以上滞在した人でなければ供血可能とす  

る」に変更予定。加えて1997年以降の英国およぴ  

フランスヘの訪問は西欧での滞在期間の累計に含  

まなくなる予定。ただし1980年以降に特定の西欧  

諸国で血液、赤血球、血小板、血策を輸血された  
人は以前不適格である。   

50206  2006／1′／26  変異型クロイ  CanadianBloodSen／ice  カナダHema－Quebecは数年前にvCJDが地域の血  
ツフェルトヤ  液供給を介して伝播することのないように実施さ  

コブ病  れていた規制を緩和した。緩和は2005年7月6日よ  
り発行。新たな基準は、「1980年1月1日～1996年  
12月31日に累計で英国に1ケ月以上またはフランス  

に3ケ月以上滞在した人でなければ供血可能とす  

る」に変更予定。加えて1997年以降の英国およぴ  
フランスへの訪問は西欧での滞在期間の累計に含  

まなくなる予定。ただし1980年以降に特定の西欧  

諸国で血液、赤血球、血小板、血祭を輸血された  
人は以前不適格である。   

50206  2006／1ノ／26  変異型クロイ  Hema－QubecCenter  カナ9’Hema－Quebecは数年前にvCJDが地域の血  
ツフェルトヤ  PressJuly2005   液供給を介して伝播することのないように実施さ  

コブ病  れていた規制を緩和した。緩和は2005年7月6日よ  
り発行。新たな基準は、「1980年1月1日～1996年  

12月31日に累計で英国に1ケ月以上またはフランス  

る」に変更予定。加えて1997年以降の英国および  

フランスヘの訪問は西欧での滞在期間の累計に含  

まなくなる予定。ただし1980年以降に特定の西欧  

諸国で血液、赤血球、血小板、血兼を輸血された  

人は以前不適格である。   

に3ケ月以上滞在した人でなければ供血可能とす  
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境要因の異なる南西日本で多発する日本紅斑熟  
と同一か否か精査したところ、欧州と共通の  
Riclettsiahelvetia（Rh）感染の紅斑熟であることが  

判明した。Rh感染例としては我が国ひいては極東  
アシ●ァでの初確認例である。   

50187  2005／12／20  リンハ0性脈絡髄  AABBWeeklyRepor・t  2005年5月23日、AssociatedPressによると、臓器  
膜炎   2005年5月27日   移植を受けた患者がリンハ○球性脈絡髄膜炎ウイルス  

（LCMV）により死亡した報告。CDC死亡症例検討  
会の週報では、臓器移植によりLCMVが感染する  
可能性があることを認識すべきと指摘している。  

現時点では、血液を通じて感染するとの確証は得  
ておらず、臓器移植による感染の頻度についても  
確かなことはわかっていない。   

50201  2006／1ノ／16  リン八○性脈絡髄  CDC／MMWR   2005年5月、CDCによると、米国でリンハ○球性脈絡  

膜炎   2005；54（Dispatch）：l－2  髄膜炎ウイルス（LCMV）感染の痕跡のある臓器移  
植患者4名中3名が死亡と報告。ドナーはペットの  

ハムスターから感染した可能性がある。LCMVのヒ  

トヒト感染は、母子の垂直感染以外は知られてい  
なかったが、免疫抑制状態にある臓器レシピエントに  

LCMV感染臓器外食された場合には重篤な症例  
になることが示唆された。   

50199  2006／1ノ／10  レンサ球菌感  ProMed20050726－   四川省で患者24人の死因となった病原性の高い  

染   2169（ThcStandard）   ブタの感染症が最初の患者が入院してから1ケ月  
後に同定された。患者らは感染したブタを屠殺し  
たり扱った際にブタ連鎖球菌Streptococcussuis2  
型に感染したと確認された。2005年7月26日現在  
で感染患者総は117名、死亡率は25％  
四川省共産党書記官はこの菌はヒトヒト感染を起こ  
さないと述べている。   

50187  2005／12／20  細菌感染   TheLancet   S字結腸癌に合併するStreptococcus bovis菌血  
2005；365（9470）：1596  症が供血時の細菌培養検査で発見され、良好な  

臨床転帰を得た事例。   

50179  2005／ほ／7  人畜共通感染  JofInf¢¢tion   サウシ●アラビアAlkhumra地区で柑95年に8人のデンダ  

症   2005；51：9卜7   熟のような患者からダニ媒介性キヤサヌル森林熟に非  

常に輯似した新種のウイルスが発見され、  
ALKV（Å睨humravirs）と命名された。サウゾアラビア  

Makkahで2001年・や3年にALKV疑い37例が確認さ  
れ、そのうち20例からALKVが検出された。肝炎、  

出血兆候、脳炎などをともなう。致死率は25％で  

あった。感染経路はヒツゾやヤキ●の直接接触か蚊刺  

儲からの感染が考えられ、新たな人畜共通出血  

熱となるかもしれない。   

8／qが－ジ   




